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雨が ぼし やぼし や 降つ てゐ ます。 

心象の 明滅 を きれぎれに 降る 透明な 雨です。 

ぬれる の はすぎ なやす いば、 

ひのきの 髪 は 延び 過ぎました。 

私の 胸腔 は 暗くて 熱く 

もう 醱酵を はじめたん ぢ やない かと 思 ひます- 



誰か 子供が 嚙 んでゐ るので はありません か。 

向 ふで は あの 男が 咽喉 をぶ つぶ つ 鳴らします。 

いま 私 は 廊下 へ 出ようと 思 ひます。 

どうか 十 ベんだ け 一 緒に 往来して 下さい。 

その 白び かりの 巨き なす あしで 

あすこの つめたい 板 を 

私と 一 緒に ふんで 下さい。 

( 一 九 ニニ ヽ五ヽ 一二、) 



堅い 瓔珞 はまつ すぐに 下に 垂れます〕 



〔冒頭 原稿な し〕 

堅い 瓔珞 はまつ すぐに 下に 垂れます。 

実に ひらめき か y やいて その 生物 は 堕ちて 来ます _ 

まことに これらの 天人た ちの 

水素より もっと 透明な 

悲しみの 叫び を いっかど こかで 



あなた は 聞き はしませんでした か。 

まっすぐに 天 を剌す 氷の 鎗の 

その 叫び を あなた はき つ と 聞いた でせ う。 

けれども 堕ちる ひとのこ とや 

又 溺れながら その 苦い 鹹水 を 

一 心に 呑み ほさう とする ひとたちの 

はなし を 聞いても 今の あなたに は 

た、 V ある 愚かな 人た ちの あはれ な はなし 

或は 少しめ づ らしい ことに だけ 聞く でせ う 



けれどもた V さう 考へ たのと 

ほんた うに その 水を嚙 むと きと は 

まる つ きり まる つ きりち が ひます。 

それ は 全く 熱い くら ゐ まで 冷たく 

味の ない くら ゐ まで 苦く 

青黒 さがす き とほるまで かなし いのです。 

そこに 堕ちた 人た ち はみ な 叫びます 

わたくしが この 湖に 堕ちた の だら うか 

堕ちた とい ふ ことがある のかと。 

全く さう です、 誰が はじめから B じ ませう 



それでも たうとう 信ずる のです。 

そして 一 そうかな しくなる のです。 

こんな こと を 今 あなたに 云った の は 

あなたが 堕ちない ためにで なく 

堕ちる ために 又 泳ぎ 切る ためにです。 

誰でも みんな 見る のです し また 

いちばん 強い 人た ち は 願 ひに よ つ て 堕ち 

次いで 人人と 一 緒に 飛騰 します から。 

( 一 九 ニニ ヽ五ヽ 二 一 ヽ) 



厨川亭 車 場 



(もうす つか リ 夕方です ね。) 

けむり はビ— ル 瓶の かけらな のに、 

それら は苹果 酒で いっぱいだ。 

(ぢ や、 さよなら。) 

砂利 は 北上 山地 製、 

(あ、 僕、 車の 中へ マント 忘れた。 

すっかり はなしこんで ゐ て。) 



(あれ は 有名な 社会主義者 だよ。 

何回 か 東京で 引っぱられた。) 

髪 はきれ いに 分け、 

まだ はたち 前な のに、 

三十に も 見える あの 老け やうと ネクタイの 鼠 縞 _ 

(ぇゝ と、 済みません がね、 

ぼろぼろの 糯 子の マント、 

あの 汽車へ 忘れたん です が。) 

(何ばん 目の 車です。) 



(二等の 前の 車 だけ あな。) 

青い 短い 針 を 噴き、 

夕陽 はい ま は 空 いっぱいの ビ ー ル、 

くわく こうは あっちで もこつ ちで も、 

ぼろぼろ になり 紐に なって 啼 いて ゐる。 

( 一 九 ニニ ヽ六ヽ ニヽ) 



酵母の やうな こまかな 雪 

はげし い はげしい 吹雪の 中 を 

私 は 学校から 坂 を 走って 降りて 来た。 

まつ 白に なった 柳 沢 洋服 店の ガラスの 前 

その 藍い ろの 夕方の 雪の けむりの 中で 

黒い マントの 女の人に 遭った。 

帽 巾に 目 はかくれ 

白い 顎と きれいな 歯 

私の 方に ちょ つ とわら つ たやう にさ へ 見えた。 

(それ はもち ろん 風と 雪との 屈折率の 関係 だ。) 

私 は 危なく 叫んだ の だ。 



(何 だ、 うな、 死んだ なんて 

い、 位の ごと 云って 

今ごろ 此処ら 歩て るな。) 

又た しかに 私 はさう 叫んだ にち が ひない。 

た、 V あんな 烈しい 吹雪の 中 だから 

その 声 は 風に とられ 

私 は 風の 中に 分散して かけた。 

「太 洋を見 はらす 巨き な 家の 中で 

仰向けに な つ て 寝て ゐ たら 

もしもし もしもしって 云って 

しきりに 巡査が 起して ゐ るんだ ご 



今日は かもめが 一 疋も 見えない。 

(天候の ためで なければ 食物の ため、 

じっさいべ —リング 海峡 の 氷 は 

今年 はま だみんな 融け 切らず 

寒流 はぢ きその 辺まで 来て ゐ るの だ。) 

向 ふの 山が 鼠い ろに 大 へん 沈んで 暗い のに 

水 は あんまり まつ 白に 湛へ 

小さな 黒 い 漁船 さ へ 動いて ゐる。 

(あんまり 視野が 明る 過ぎる 

その 中の 一 つの ブラウン 氏 運動 だ。) 

いままで はお まへ たち 尖った パナマ 帽ゃ 



船 はかす かに 左右に ゆれ 

鉛筆の 影 はすみ やかに 動き 

日光 は 音な く 注いで ゐる。 

それらの 三 羽のう みがらす 

そ のな き 声 は 波に まぎれ 

その は、 V たき は ひかりに 消され 

(燈台 はもう 空の 網で めちゃめちゃ だ。) 

向 ふに 黒く 尖った 尾と 

滑らかに 新ら しいせ なかの 

波から 弧 をつ くって あら はれる の は 

水の 中で もの を考 へる さかな だ 



弧 をつ くって 又 潮水に 落ちる 

(きれいな 上等の 潮水 だ。) 

水に は ひれば 水 をす ベ る 

信号 だの 何 だの みんなう そだ。 

こんなた のし さうな 船の 旅 もした ことなく 

た、 V 岩手県の 花 巻と 

小石 川の 責善 寮と 

一 一 つ だけし か 知らないで 

どこかち がった 処へ 行った お まへ が 

どんなに 私に かなしい か。 

「あれ は 鯨と 同じです。 けだもので すご 



駒ケ岳 



弱々 しく 白い そらに のびあが リ 

その 無遠慮な 火山礫の 盛り あがり 

黒く 削られた の は 溶けた ものの 古い もの 

(喬木 帯 灌木 帯、 苔 蘇 帯と いふ やうな こと は 

まるっきり 偶然の ことなんだ。 三千 六 百 五十 尺) 

いま その 赭ぃ 岩巔に 

一 抹の傘 雲が かかる。 



(In the TOOOa summer time. In the TOOOa 

summer time;) 



その 赭ぃ やつの 裾野 は 

うつくしい 木立に な つ て 傾斜 もやさし く 

黄い ろな 林道 も 通って ゐ ます。)) 

「全体 その 海の 色 はどうし たんで せう。 

青く もない しあん まり 変な 色な やうです ご 

「え ゝ、 それ は 雲の 関係です ご 

何が 雲の 関係 だ。 気圧が こんなに 高い のに。 



宗谷 挽歌 



こんな 誰も 居ない 夜の 甲板で 

(雨 さへ 少し 降って ゐ るし、) 

海峡 を 越えて 行かう としたら、 (漆黒の 闇のう つくし 

さ。) 

私が 波に 落ち 或いは 空に 擲 げられ る ことが ないだら う 

ゝ o 

力 

それ はない やうな 因果 連鎖に な つ てゐ る。 



けれども もし とし子が 夜 過ぎて 

どこから か 私 を 呼んだなら 

私 はもち ろん 落ちて 行く。 

とし子が 私 を 呼ぶ とい ふこと はない 

呼ぶ 必要の ない とこに 居る。 

もし それが さう でな か つ たら 

(あんな ひかる 立派な ひだの ある 

紫い ろの うすもの を 着て 

まっすぐに のぼって 行った のに。) 

もし それが さう でな か つ たら 

どうして 私が 一 緒に 行って やらない だら う 



帆綱の 小さな 電燈 がい ま 移転し 

怪しく も 点ぜられた その 首燈、 

実に いちめん 霧が ぼし やぼし や 降って ゐる。 

降つ てゐ るより は 湧いて 昇つ てゐ る。 

あかしが つくる 青い 光の 棒 を 

超絶 顕微鏡の 下の 微粒子の やうに 

どんどん どんどん 流れ てゐ る。 

(根 室の 海 温と 金 華 山 沖の 海 温 

大正 二 年の 曲線と 大 へんよ く 似て ゐ ます。) 

帆綱 の 影 は ぬれた デック に 落ち 

津軽 海峡のと きと 同じ どらが いま 鳴り 出す。 



私たち はこの ま、 このまつ くらな 

海に 封 せられても 悔いて はいけ ない。 

(お まへ がこゝ へ 来な いのは 

タンタ ジ ー ルの 扉の ため か、 

それ は 私と お まへ を 嘲笑す る だら う。) 

呼子が 船底の 方で 鳴り 

上甲板で それに 応 へる。 

それ は 汽船の 礼儀 だら うか。 

或いは 連絡船 だとい ふこと から 

汽車の 作法 をと るの だら うか。 

霧 はいまい よいよ しげく 



舷燈の 青い 光の 中 を 

どんなに きれいに 降る ことか。 

稚 内の まちの 灯 は 移動 を はじめ 

たしかに 船 は 進み出す。 

この 空 は 広 重の ぼかしの うす 墨の そら 

波 は ゆらぎ 汽笛 は 深く も 深く も吼 える。 

この 男 は 船長で はない の だら うか。 

(私 を 自殺者と 思つ てゐ るの か。 

私が 自殺者で ない こと は 

次の 点から すぐ わかる。 

第 一 自殺 をす る ものが 



霧の 降る の を いやがって 

青い 巾な ど を 被って ゐ るか。 

第一 一に 自殺 をす る ものが 

一 一本 も 注意 深く 鉛筆 を 削り 

そんな あやしんで 近寄る もの を 

霧の 中で しら しら 笑って ゐ るか。) 

ホイ ッス ラァの 夜の 空の 中に 

正しく 張り 渡される この 麻の 綱 は 

美しく もまた 高尚です。 

あちこち 電燈 はだん だん 消され 

船員た ち はこ 、 ろ もちよく 帰つ て 来る 



「うしろの 方に は 軍艦 も 居ます がね、 

あちこち 挨拶して 出る とこです ご 

「あんなに 始終つ けて 置かな いのは、 

〔この間、 原稿 数枚な し〕 

永久にお ま へ たち は 地 を 這 ふが い い。 

さあ、 海と 陰湿の 夜の そらとの 鬼神た ち 

私 は 試み を 受けよう。 

( 一 九 二三 ヽ八ヽ ニヽ) 



自由 画 検定 委員 

どう だ ここ は カムチャツカ だな 

家の 柱 ものき もみん な ピンクに 染めて ある 

渡り鳥 は ごみの やうに そらに 舞 ひあがる し 

電線 はごく 大 たんにと ほつ てゐる 

ひ はいろ の 山 を かけある く 子どもら よ 

緑青 の^も 丘に はせ る 
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